
大
一
也
固

M
Eハ
周
=
キ
-
回
第
三
種
田
優
位
回
可
一
偏
見
】
閏
-
司
直
行
-
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文
皐
樽
士
高
田

矯
替
心
理
読
の
主
張
・
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ぜ
・
・
経
溶
接
博
士
谷
口

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て
・
・
・
法
一
血
主
主
財
部

院

町

論

醐

叢

輔

事静吉保

治彦馬

米
事
費
制
の
調
鮎
目
・
団
師
法
一
耕
一
博
士
紳
戸

現
代
一
服
曾
問
題
よ
り
見
た
る
琉
球
・
・
煙
車
博
士
石
川

田

剛

胆

九

オ

1
ゲ
ア

1
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論
・
・
・
経
済
墜
士
一
谷
藤
一
郎

我
図
の
市
町
村
義
務
費
に
就
い
て
・
・
警
告
措
士
小
山
田
小
七

輯

聞

神

M
刊

興 iE

二雄

再
び
貨
幣
の
主
親
慣
値
に
就
て
・
・
・
・
経
済
事
士
柴
田
敬

人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず
・
・
・
-
格
海
軍
士
ゴ
一
谷
道
麿

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
五
巻
徳
目
録



居費
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ll|i 

才

ヴ

ア

の
金
融
統
制
理
論

ス

ト
ン

ノ~、

--r::r 

I秦

耳目

一
、
席

雷

オ
1
グ
ア

1
1
ト
ン
が
通
貨
主
義
皐
設
の
最
も
重
要
な
る
代
表
者
で
あ
り
、
彼
の
金
融
理
論
が
一
八
四
四
年
の

ピ
1
Y
銀
行
法
(
吋
v
m
]
W
E
r
n
Eユ
ミ
〉
n
y

昌
之
・
可
野
∞
〈

E
2
a
F
C勺・
Mハ
M
M
g
)
の
制
定
に
、
最
色
密
接

な
る
閥
係
を
有
し
、
ま
た
最
も
重
大
な
る
影
響
営
奥
へ
し
も
の
な
る
こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

オ
1
グ
ア

l
メ
ト
ン
の
金
融
理
論
の
如
〈
、
ピ

1
Y
銀
行
法
の
依
っ
て
立
て
る
通
貨
、
信
用
並
び
に
銀
行
制
度
に

閲
す
る
理
論
が
、
明
瞭
且
つ
完
全
に
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
他
に
求
な
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。
惟
ふ
に

一
八
四
四
年
の
銀
行
法
制
定
の
旗
手
た
る
ピ

1
Y
(∞
一
『
河
口
宮

zpm])
の
理
論
的
見
解
及
び
質
際
的
特
徴
は
、
ォ

ー
グ
ア

1
久
ト
ン
の
そ
れ
ら
と
金
く
同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
ピ

1
Y
銀
行
法
は
オ

l
グ
ア

1
ス
ト
シ
の
勘
言
と
謹

言
と
に
基
き
て
、

反
艶
論
に
注
意
深
き
顧
慮
を
梯
ふ
こ
と
な
し
に
制
定
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
も
敢
て
過
言
で
は
な

オ

1
ず
ア

I
Z
ト
ン
由
金
融
統
制
理
論

第
六
時
抗

O 

第
三
十
五
巻

八
四
七

1

1

1

1

s

i

l

l

i

-

-

l

i

l

l

t

r

i

l

l

i

-

-

!

 

Wagncr: Die Geld-und Kγeditthe，川ed.er Peelschen Bunkakte， 1920， S. 9~ 



オ

1
V
ア
ー
ス
ト

y
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
四
八

第
六
競

O 

〈
、
ま
允
ピ

l
y
銀
行
法
の
大
多
数
の
理
論
的
並
び
に
賓
際
的
支
持
者
も
、

オ
1
グ
ア

1
ス
ト
ン
の
理
論
に
軍
に

追
随
し
、
根
本
的
に
は
何
等
附
加
す
る
と
こ
ろ
な
か

b
し
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
買
に
オ

1
グ
ア

1
ス
ト

ン
は
通
貨
主
義
の
理
論
を
、
抽
象
的
思
惟
の
世
界
よ
り
具
瞳
的
賢
践
の
領
域
に
ま
で
導
き
来
り
し
上
に
、
設
す
べ

か
ら
.
ざ
る
功
績
を
有
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

註
一

オ
l
グ
ア

l
ス
ト
ン
は
最
初
官
イ
ド
古
田
B
5
こ
0
2
2
F
0
1
)
と
稿
し
、

一
割
引
商
主
に
し
て
、
一
八
一
九
年

よ
り
一
八
二
六
年
に
去
る
問
、
下
院
議
員
で
め
っ
た
。
其
の
後
彼
は
官
臓
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
高

潔
な
る
人
格
と
晴
樹
明
は
、
常
に
重
大
な
る
事
件
の
勃
援
す
る
毎
に
、
彼
に
主
演
的
役
割
を
奥
へ
十
に
は
お
か
な
か

っ
た
。
通
貨
、
信
用
並
び
に
銀
行
制
度
等
の
金
融
問
題
に
闘
す
る
彼
の
勘
言
ま
た
は
謹
言
は
、

一
度
な
ら
や
種
々

の
機
舎
に
於
て
屡
々
政
府
特
に
大
蕪
省
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
。
郎
ち
彼
は
一
八
三
二
年
の
英
蘭
銀
行
特
許
更
新

に
閲
す
る
委
員
舎
、
一
八
四

0
1四
一
年
の
後
券
銀
行
制
度
に
閲
す
る
委
員
舎
、
一
八
四
八
年
の
一
入
四
七
年
商
業

恐
慌
に
闘
す
る
委
員
舎
等
に
、
常
に
必
中
委
員
と
し
で
加
へ
ら
れ
重
き
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
一
八

四

O
l四
一
年
の
委
員
曾
に
於
て
彼
は
最
も
多
〈
の
謹
言
を
輿
へ
、
極
力
通
貨
主
義
に
基
〈
主
張
を
高
調
し
た
の

で
あ
る
。
営
該
委
員
曾
の
議
事
録
(
昌
吉
号
凶
)
三
七
二
頁
の
中
、
一

O
六
頁
が
オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
の
謹
言
に
充

て
ら
れ
て
ゐ
る
事
買
を
見
て
も
、
這
般
の
事
情
を
明
か
に
し
得
る
と
思
ふ
。

陸

-

ロ

イ

ド

が

出

2
S
0
2
2
z
z
m
家
白
創
立
を
許
さ
れ
し
は
一
八
五

O
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
ワ
で
そ
れ
以
前
の
彼
を
呼
ぶ
に
は
ロ
イ
ド
を

以
て
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
が
、
こ
ふ
に
は
行
論
白
便
宜
上
一
八
五

O
年
以
前
の
被
を
指
縛
す
る
に
も
オ

1
V
ア
ー
ス
ト
y
の
名
を

以
て
ナ
る
と
と
A

し
た
。

Feavearyear: The Pound 'sterling， A History of I~nglïsh .Money， 1931， pp. 
244・252.¥Yagner: a. a. O. S. 8. 



是
等
委
員
舎
に
於
け
る
彼
の
謹
言
、
通
貨
、
信
用
及
び
銀
行
制
度
に
就
い
て
の
焦
眉
の
貫
際
問
題
に
閲
す
る
彼

の
諸
勢
作
、
並
び
に
宮
内
『
2
Z『
な
る
匿
名
の
下
に
屡
々
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
掲
載
せ
ら
れ
し
書
簡
等
の
、
総
べ
て
の

文
書
及
び
口
頭
に
よ
り
表
現
せ
ら
れ
た
る
オ

1
グ
ア

l
ス
ト
ン
の
見
解
は
、
彼
の
準
設
の
後
展
過
程
を
遺
憾
な
〈

設
ニ

明
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
翠
な
る
理
論
家
仁
め
ら
守
し
て
、
過
去
の
憧
駿
を
自
ら
豊
富
に
有
せ
る
彼
が
、

純
理
の
み
に
従
ひ
て
究
極
の
理
組
に
猪
突
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
の
は
営
然
で
あ
っ
て
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る
場

合
に
質
際
的
顧
慮
を
掛
ふ
を
惜
ま
な
か
っ
た
。
此
の
意
味
に
於
て
ヲ
グ
ナ

1
(〉
号
一
『
宅
品
百
円
)
が
オ

1
グ
ア
ー

ス
ト
y
は
貰
践
的
経
験
セ
適
切
な
る
理
論
の
完
成
に
結
び
つ
け
た
と
い
へ
る
は
妥
営
で
あ
る
と
思
ふ
。

従
っ
て
彼

川
町
剤
一
融
街
凱
ふ
い
い
脚
削
可
て
も
、
甘
い
れ
じ
の
"
し
と
叫
聞
く
句
体
問
U
椴
か
ぬ
ベ
加
が
で
め
お
と
倍
わ
品
。

註
ニ

2
問
。
国
自
民
。
E
m
z問
問
自
宮
内
回
目
)
〕
可
伊
司

n
z
z
-
a
冨「

-
H
-
Z
2
m
-
4
H
I
P
-
5
2
t
E自勺
E
E
S
F
m
E
5
2
5晶
君

E
2
5言
2
0『
5
0
F
2
2
5

。
ロ
岳
何
回
向
。
宮
司
冨

2
r
o
F
M
∞凶て・

E
-
g
E
R
r
m
。ロ

F
O
冨回四
MmM問。
EOD陣
。
『
己
目
。

=
E
F
2
0ロ
ロ
ロ
品
。
ロ
与
の
の
。
ロ
ハ
ロ
円
一
。
回
出
回
門
戸
。
。
ロ

ι吉
伸
ら

p
o
F
g
r
a
開

2mF昆
自
白
。
ご

r
o
C
M
Z
E
q
E
5
3
ι
-
E
s
m
p
o
『

Z
J
3
3
aち
ョ
を
始
め
と
し
て
彼
の
諸
々
の
一
勢
作
、
書
簡
及

び
委
員
曾
に
於
け
る
誼
一
吉
等
は
、
宮

E

F舎
に
よ
っ
て
編
纂
せ
ら
れ
一
八
五
七
年
に
刊
行
せ
ら
れ
し
;
、
F
R
E
E
-
。
Z
E
H
ι
Z
E
s
t
c
z

。ロ

ZEP--目。

P
E
E宮司

P
5ロ
4
.
回
中
に
牧
録
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。
然
し
彼
自
一
八
一
一
一
七
年
の
「
省
察
」
に
劉
ナ
る
パ

1

7

1
の
「
答
鰭
」

が
出
た
後
、
更
に
一
公
け
に
せ
し
冊
子

2
2
2
F司

F
P
Z吉
宮

3
2
5
出

Z
Z
。
=
-
z
O
E
m
s
n『

E
島
円
f
r
z
E
C『
-r何
回
目
与
え

何回開

F
E
-
-
は
何
故
か
掃
入
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
一
八
五
七
年
の
委
員
曾
に
於
け
る
彼
自
詮
言
の
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
は
、
刊
行
自

年
よ
り
目
見
て
巳
む
を
得
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
、
b
う。

二
、
遁
貨

の

意

義

ォ
ー
グ
ア

1
ス
ト
ン
は
他
の
通
貨
主
義
者
の
如

t
、
通
貨
の
債
値
は
其
の
敷
量
に
依
存
す
る
こ
と
を
容
認
す
る

オ
ー
グ
ア

1

Z
ト
ン
白
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

第
六
競

八
四
九

O 

a. a. O. S. 8. vYagner・3) 



ォ
ー
グ
ア
ー
ス
ト

y

D
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
五

O

第
六
披

一。四

も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
果
し
て
通
貨
の
意
義
を
如
何
に
規
定
せ
ん
と
し
た
か
。
我
々
は
先
づ
此
の
問
題
よ

h
出
禁

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
に
よ
れ
ば
通
貨
が
具
備
す
べ
き
三
つ
の
特
徴
は
、
ト
通
貨
の
量
は
世
界
各
闘
に
貴
令
属

を
割
り
嘗
て
る
法
則
に
従
ひ
て
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
、
二
通
貨
は
各
圃
に
於
て
組
ペ
て
の
他
の
商
品
の
債
値
の
一

般
的
尺
度
な
る
こ
と
、
卸
ち
穂
べ
て
の
他
の
商
品
の
慣
僅
が
測
定
せ
ら
れ
、
親
ぺ
て
の
契
約
が
履
行
せ
ら
れ
る
基
準

な
る
こ
と
、
及
び
三
通
貨
は
常
に
線
ぺ
て
の
人
々
の
聞
に
到
る
と
こ
ろ
に
於
て
、
組
ぺ
て
の
取
引
決
時
の
一
般
的

交
換
手
段
た
る
こ
と
等
で
め
る
。
而
し
て
彼
の
見
る
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
鵠
貨
が
是
等
の
特
概
念
完
全
に
具
備
せ

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
銀
行
券
も
亦
同
様
に
具
へ
て
ゐ
る
。
然
る
に
銀
行
預
金
、
震
替
手
形
は
堕
に
最
後
の

特
徴
を
低
度
に
有
せ
る
に
過
ぎ

F
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
通
貨
は
鋳
貨
(
冨

m
E
r
p
E
)
と
銀
行
券

(
F官「

Z
R
m
)
に
限
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
預
金
及
び
鴻
替
手
形
等
を
合
ま
し
h
u
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
宇
と
す
る
の
で
あ

4
9
0
 

斯
〈
の
如
〈
通
貨
の
意
義
を
極
め
て
狭
〈
解
す
る
こ
と
は
、
濁
り
彼
の
み
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ
彼

註
三

の
時
代
に
於
て
は
一
般
に
行
は
れ
し
通
話
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
常
時
英
蘭
銀
行
理
事
の
一
人
た
る
ノ

1
マ
ン

(の向。円
m
m
J
F『庁

Z
2
5
E
)
の
如
き
も
亦
、
同
様
に
通
貨
の
具
備
す
べ
き
三
特
徴
と
し
て
、
一
常
に
到
る
と
こ
ろ

に
於
て
穂
ぺ
て
人
々
に
一
般
的
に
要
求
せ
ら
れ
る
こ
と
、
に
一
定
の
債
値
を
有
す
る
こ
と
、
巴
完
全
な
る
計
算
者
た

る
こ
と
、
却
も
最
も
容
易
に
他
の
商
品
の
債
値
を
測
定
す
る
こ
と
等
を
奉
げ
、
銀
行
預
金
及
び
震
替
手
形
は
是
等

の
三
特
徴
を
金
然
有
せ
ゴ
る
か
、
或
は
極
め
て
低
度
に
有
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
と
な
し
、
預
金
及
び
霜
替
手
形
の

O¥-eτstone: Tracts and oth~~r Publications on Metallic and Paper Currency， 
1857・pp.342 (Q. 2655)， 343-4 (Q. 2663'， 448 ((1・ 3037)，450 (Q. 3072).451 
(Q. 3075)， 453 (Q. 3076) 

4) 



通
貨
た
る
こ
と
を
否
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ふ
。
惟
ふ
に
十
八
世
紀
の
前
竿
に
於
て
公
衆
は
、
取
引
決
済
の
手
段
と

し
て
銀
行
券
と
ほ
ぼ
同
額
の
信
用
謹
券
特
に
鴻
替
手
形
を
利
用
し
、
雨
者
の
聞
に
殆
ん
ど
何
等
の
相
違
も
認
め
な

か
っ
た
。
従
っ
て
営
時
の
奉
者
が

=
E官『

oa一円
Z

な
る
用
語
の
下
に
雨
者
を
包
合
せ
し
め
し
は
敢
て
異
と
す

る
に
足
ら
ぬ
。
然
る
に
十
八
世
紀
の
後
竿
に
至
り
、
銀
行
制
度
は
後
券
業
務
に
重
き
や
-
置
く
こ
と
〉
な
り
、
倫
敦

市
中
銀
行
の
銀
行
券
義
行
は
殖
ん

E
停
止
せ
ら
れ
し
も
、
地
方
銀
行
は
銀
行
券
の
費
行
に
よ
り
業
務
を
行
ひ
、
其

の
銀
行
券
の
後
行
は
倫
敦
市
中
諸
銀
行
の
預
金
と
共
に
、
究
極
に
於
て
英
蘭
銀
行
の
銀
行
券
後
析
に
大
部
分
依
存

す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
而
も
此
の
銀
行
穿
の
流
通
は
極
め
て
容
易
で
あ
り
、
且
つ
迅
速
な
り
し
が
故
に
、
此
の
事

費
伝
蜂
視
し
た
る
者
炉
、
鍛
行
券
の
特
異
性
と
重
要
性
と
な
認
め
、
常
時
一
プ
Y

カ

ν
ヤ
に
於
け
る
矯
替
手
形
、
倫

敦
に
於
け
る
小
切
手
の
流
通
念
看
過
せ
し
こ
と
は
理
由
の
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
党
換
停
止
期
間
中
に
五
時
以
下

の
小
額
銀
行
券
が
ギ

-7ー
貨
に
取
っ
て
代
は
り
し
時
に
、
銀
行
券
は
他
の
諸
種
の
信
用
謹
券
よ
り
、
蓮
か
に
一
般

的
交
換
手
段
と
し
て
重
要
な
る
部
分
を
占
な
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ふ
。
オ

1
ゲ
ア

1
ス
ト
ン

等
が
銀
行
券
佐
重
視
し
、
銀
行
券
と
鋳
貨
の
み
を
通
貨
な
り
と
す
る
色
決
し
て
偶
然
に
あ
ら
.
ざ
る
こ
と
を
知
り
得

る
。
か
く
て
オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
は
銀
行
預
金
と
鴻
替
手
形
に
闘
す
る
問
題
は
、
錆
貨
を
代
表
す
る
銀
行
券
及
び
其

の
統
制
の
法
則
に
閲
す
る
問
題
と
全
然
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
品
、
然
し
彼
は
彼
の
い
ふ
と

ニ
ろ
の
通
貨
と
預
金
並
び
に
矯
替
手
形
と
の
聞
に
闘
係
の
存
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
ゐ
る
。
却
ち
預
金
は
通
貨
の

量
の
一
時
的
措
置
動
の
震
に
影
響
を
受
〈
る
も
の
で
あ
h
、
震
替
手
形
は
よ
り
大
な
る
程
度
に
通
貨
に
依
存
し
て
ゐ

オ

1

V
ア
I
Z
ト
ン
白
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

第
六
披

i¥. 
五

O 
五

Mac!eod : The Theory and Practi仰のfBnnking， 5 ed.1893. VoL 1I， pp・3
'
4

-5. 
Feavearyear: op. cit. pp. 240-1. 
Ove.rstone: op. cit. p・348(Q. 26j'l). 
Q'terstone: op. cit. p・346(Q. 21'065) 
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第
六
時
制
一

O
六

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
通
貨
を
基
礎
と
せ
る
上
層
建
築
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
銀
行

オ

1
ず
ア
ー
ス
ト

y

D
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

i¥. 
五

券
と
錆
貨
と
は
金
〈
其
の
性
質
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
我
々
は
突
に
此
の
問
題
を
吟
味
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

睦
三
現
代
に
於
て
も
キ
ヤ
ナ
ン
(
一
広
三
Z

の
吉

E2)
白
知
巷
は
、
近
代
岡
崎
家
白
遁
貨
の
意
義
主
規
定
し
て
、
一
国
政
府
ま
た
は
銀
行
に
よ
ヲ
て

耕
民
行
せ
ら
れ
た
る
紙
幣
或
は
銀
行
券

(3官
ベ
ヨ
-43)
正
鋳
貨

3
P
E
-
-
P
2
)
な
り
と
し
、
こ
れ
が
最
も
都
合
よ
き
慣
行
な
り
と
主
張

し
て
ゐ
る
。

三
、
金
融
統
制
の
劃
象
と
し
て
の
銀
行
義

通
貨
の
中
の
錯
貨
は

y
カ
ア
ド
オ
の
遁
べ
し
如

t
、
自
動
的
調
節
作
用
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
何
等
人
鴻
的

統
制
を
加
へ
や
、
自
然
に
放
任
す
る
も
決
し
て
流
出
し
査
す
も
の
で
は
な
い
。
オ

1
グ
ア

l
只
ト
ン
も
亦
明
か
に

こ
れ
を
容
認
し
て
ゐ
る
。
「
蓋
し
流
出
す
れ
ば
減
少
せ
る
量
は
通
貨
の
債
値
の
増
加
を
膏
す
、
却
ち
利
子
、
信
用
扶

態
及
び
物
債
の
上
に
及
ぽ
す
影
響
に
よ
っ
て
、
鋳
貨
の
流
出
は
其
の
過
程
の
或
る
段
階
で
確
か
に
止
む
か
ら
で
あ

る
。
」
然
る
に
銀
行
券
に
就
い
て
は
、

y
カ
ア
ド
オ
は
そ
れ
が
先
換
券
な
る
以
上
、
錆
貨
と
ま
さ
に
同
様
な
る
原
理

に
従
ひ
て
、
自
動
的
に
自
ら
其
の
敷
量
佐
調
節
す
る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
は
「
銀

行
券
が
自
由
に
党
換
せ
ら
れ
る
と
き
と
離
も
、
過
度
に
増
費
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
し
て
、
党
換
券
の
自
動

的
調
節
作
用
を
否
認
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
彼
は
錆
貨
に
閲
す
る
限
り

y
カ
ア
ド
オ
と
同
様
に
、
業
の
自
動
的
調
節

Overstone: op. cit. p. 346 (Q. 2666 ¥ 
Cannan: ~IoderD Cu;'re;;~y ~~:nd the Rcgulation ()f Itts Value， 1931， p・7・
Overstone: "p. cit. pp. 250-1・
Overstone: op. cit. p. 249・
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作
用
を
認
む
る
も
、
錆
貨
と
共
に
通
貨
で
あ
る
銀
行
券
に
就
い
て
は
、

y
カ
ア
「
オ
と
主
の
所
見
を
異
に
し
て
ゐ

る
の
で
み
の
る
。

然
ち
ぱ
銀
行
券
は
そ
れ
が
先
換
券
で
あ
っ
て
も
、
何
故
に
自
動
的
調
節
作
用
を
有
せ
ゴ
る
の
で
あ
る
か
。
ォ
ー

グ
ア

l
ス
ト
ン
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
銀
行
券
は
そ
れ
が
党
換
券
で
あ
れ
、
不
換
紙
幣
で
あ
れ
、
錆
貨

に
比
し
著
し
く
業
の
性
質
を
異
に
せ
る
も
の
で
あ
る
J

即
ち
彼
は
「
銀
行
券
は
商
業
手
形
に
艶
し
後
行
せ
ら
れ
、

従
っ
て
銀
行
券
の
量
は
物
債
の
騰
貴
に
仲
ひ
て
増
加
し
、
物
債
の
下
落
に
従
ひ
て
減
少
す
べ
き
強
き
傾
向
を
有
し

て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
鵠
貨
の
場
合
と
逆
で
め
る
」
と
い
ふ
。
我
々
は
こ
、
λ

に
彼
の
銀
行
券
に
封

hdJ

る
本
質
概
佐
容
易
に
日
川
出
4
J
O
彼
式
市
中
一
に
常
時
苑
幽
に
怜
て
提
繭
銀
行
の
み
戸
唯
.
の
礎
学
銀
行
で
は
な

t
亡、

他
の
多
〈
の
地
方
銀
行
も
後
行
権
を
有
し
、
而
も
補
者
の
聞
に
其
の
銀
行
券
量
の
盛
動
に
闘
し
密
按
な
る
閥
係
な

く
、
各
稜
券
銀
行
が
互
に
競
争
を
演
宇
る
結
果
、
其
の
過
剰
に
陥
り
易
き
こ
左
、
及
び
後
券
銀
行
は
一
八
一
九
年

法
に
よ
り
銀
行
券
を
党
換
す
べ
き
義
務
を
負
は
さ
れ
を
る
も
、
そ
れ
以
上
銀
行
券
の
令
準
備
に
劃
す
る
何
等
の
制

限
が
加
へ
ら
れ
を
ら

F
る
が
故
に
、
業
の
銀
行
券
量
を
統
制
す
る
に
就
き
潟
替
相
場
に
注
意
せ

5
4
0
の
事
買
を
附

加
し
て
、
銀
行
券
の
遁
剰
愛
行
に
陥
り
易
き
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
彼
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
営
時
各
政
官

券
銀
行
は
競
争
的
地
位
に
立
ち
、
互
に
他
を
翼
食
す
る
こ
と
に
努
め
、
競
争
者
を
犠
牲
に
し
て
一
同
通
貨
綿
量
の

U

h
大
な
る
部
分
を
自
己
の
掌
中
に
牧
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
の
稜
券
銀
行
の
牧
縮
に
よ
り
鷲
さ
れ
し

空
虚
は
、
同
時
に
他
の
後
券
銀
行
の
膨
脹
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
其
の
結
果
一
国
の
通
貨
金
曜

オ

1
ず
ア
ー
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
五
三

第
六
時
制

O 
t二

12) Overstone: op. cit. p. 249・
13) Overs'one: 01'. cjr:. I'p. 91-101. 



ォ

r
vア
F
Z
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

第
六
披

一O
八

八
五
四

の
牧
縮
が
必
要
な
る
際
に
於
て
も
、
地
方
銀
行
は
直
ち
に
英
蘭
銀
行
と
同
一
歩
調
を
採
ら
う
と
は
せ
十
し
て
、
寧

ろ
反
封
に
銀
行
券
の
増
殺
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
地
方
銀
行
が
か
〉
る
態
度
に
出
づ
る
は
、
第
一
、
英
蘭
銀

行
券
の
牧
縮
に
基
〈
令
一
融
逼
遣
の
下
に
於
て
、
地
方
銀
行
自
鰹
の
救
梼
手
段
・
と
し
て
其
の
銀
行
券
の
増
接
の
必
要

な
る
こ
と
、
第
一
一
、
業
の
銀
行
券
増
援
の
結
果
、
そ
れ
が
最
も
要
求
せ
ら
れ
、
最
も
高
〈
評
債
せ
ら
れ
る
と
き
に
、

其
の
顧
客
に
濁
し
資
金
融
通
の
範
囲
を
蹟
張
し
得
る
こ
と
、
第
二
一
、
銀
行
券
増
畿
の
結
果
、
従
来
克
繭
銀
行
券
の

占
め
し
部
品
川
に
永
久
に
と
っ
て
代
ば
EO
ぞ
持
ぶ
こ
と
等
に
基

t
も
の
と
す
る
の
で
め
品
。

3
れ
ぽ
ォ
.1
グ
ア
ー
ス

ト

y
は、

一
八
一
九
年
の
下
院
委
員
曾
の
報
告
、
並
び
に
リ
カ
ア

γ
ォ
、
ト

l
v
y
ス
(
P
Z
5
-
↓2
5
5
)
等
炉
実

蘭
銀
行
券
の
牧
縮
は
、
ぞ
れ
に
相
膳
せ
る
地
方
銀
行
券
の
減
少
を
蓮
か
に
ま
仁
必
然
的
に
費
す
も
の
と
せ
る
を
以

て
偉
り
に
楽
観
に
過
ぎ
た
る
見
解
な
り
と
し
、
而
し
て
更
に
地
方
銀
行
の
銀
行
券
取
繁
行
量
の
費
動
は
、
其
の
程
度

に
於
て
英
蘭
銀
行
券
の
艶
動
を
凌
駕
す
る
の
み
な
ら
や
、
ま
た
そ
れ
は
英
繭
銀
行
券
の
そ
れ
と
金
〈
反
封
の
方
向

に
作
用
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
‘

一
八
三
七
年
九
月
と
一
八
三
九
年
六
月
と
の
聞
に
於
て
、
地
金
は
若
し
く
減
少

し
、
英
蘭
銀
行
券
は
確
か
に
増
加
し
て
ゐ
な
い
に
も
拘
ら
や
、
地
方
銀
行
は
其
の
銀
行
券
を
二

C
M抑
も
増
加
せ
し

見
註
阻

E
の
例
を
奉
げ
て
質
謹
し
て
ゐ
る
の
で
あ
み
。

盟
四
免
換
券
の
自
動
的
調
節
作
用
に
閲
ナ
る
日
カ
ア
ド
ォ
と
オ
E

ず
ア
ー
ス
ト
ン
白
所
見
の
相
違
は
、
結
局
前
者
に
於
で
は
銀
仔
券
O
金
額
準

備
を
念
頭
に
置
げ
る
に
反
し
、
後
者
は
一
部
準
備
の
免
換
券
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
こ
と
に
基
〈
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
な
ほ
ロ
カ
ア

γ
オ
白
金

融
理
論
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
リ
カ
ア
ド
オ
金
融
理
論
の
根
本
思
想
」
(
「
研
究
と
資
料
」
創
刊
披
、
四
七
頁
以
下
)
参
照
。

か
く
て
銀
行
券
が
錆
貨
と
共
に
一
園
通
貨
を
構
成
せ
る
場
合
に
は
、
地
金
の
流
出
は
自
動
的
に
抑
制
せ
ら
れ
な

op. ci t. p. 99 
op. cit. pp. 95.-101. 
op. cit. p. 104. 

Overstone: 
Overぉtone;
Overstone: 

14) 
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16) 



ぃ
。
「
通
貨
が
早
〈
確
買
に
牧
縮
せ
ら
れ
，
さ
る
結
果
と
し
て
、
地
金
の
流
出
は
長
き
に
一
日
一
っ
て
矯
正
せ
ら
れ
や
、
従
っ

て
然
ら
ま
る
場
合
よ
り
も
、
よ
り
大
な
る
程
度
に
硫
出
す
る
に
至
る
。
そ
れ
故
英
蘭
銀
行
を
し
て
満
足
な
る
地
位
に

置
く
矯
に
は
、
地
金
の
よ
り
大
な
る
量
伝
英
国
に
引
良
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
で
こ
れ
を
な
す
が
潟
に
は
商

業
及
び
物
債
の
上
に
、
其
の
額
及
び
期
間
の
南
方
面
に
於
て
よ
り
激
し
き
歴
症
を
費
す
に
相
違
な
い
」
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
何
等
か
の
人
錦
的
統
制
佐
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
〈
自
動
的
調
節
作
用
佐
有

せ
ぎ
る
銀
行
券
に
封
し
て
ヲ
み
る
。

而
し
て
オ

l
グ
ア

1
ス
ト
ン
は
前
週
の
如
〈
、

銀
行
預
金
及
び
魚
替
手
形
は

日
.1
統
制

rfω
に
し
心
ー
は
、

須
替
手
形
の
量
を
銀
行
券
と
同
様
に
地
金
の
費
動
に
徴

5
喧

2
ト
了
3

・
‘
・
:
・
4
F事

t
e
'
了

u
:ゅ
，
。
:
-
・
〉
員
、
1
4
T
;
与
党

J
J
E
t

・
Y
肺

4
1
7
，
k
l
J
も
た
〈
L
J
O
J
1
1川市
?
V
L
H
J
h
f
L
f
i
，FJ
剣
「
イ
ガ
カ
ロ
崩
v
t
i引
l
一怯
l

通
貨
の
一
部
?
な
す
も
の
に
あ
ら
や
と
考
へ
し
が
故
に
、

統
制
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
鱒
べ
て
の
取
引
、
総
べ
て
の
信
用
、
総
べ
て
の
上
層
建
築
は
結
局
銀
行
穿
の
基
礎
の
上
に

立
て
る
も
の
な
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
は
通
営
な
る
範
固
に
自
ら
制
限
せ
ら
れ
得
べ
し
k
の
極
め
て
楽
観
的
な
る
見

解
を
有
し
て
ゐ
ム
。
従
っ
て
通
貨
の
債
値
の
麓
動
を
避
り
、
而
し
て
好
況
及
び
恐
慌
の
危
険
を
永
久
に
消
滅
せ
し

む
る
目
的
を
以
て
す
る
通
貨
の
統
制
は
、
結
局
銀
行
券
の
愛
行
統
制
の
問
題
に
掃
す
る
こ
と
う
な
る
の
で
あ
る
。

彼
は
果
し
て
如
何
な
る
原
理
に
基
き
て
銀
行
券
を
統
制
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
っ
こ
れ
が
突
の
課
題
で
あ
る
。

回
、
金
融
統
制
の
原
理

ォ
l
グ
ア

1λ
ト
ン
に
よ
れ
ば
一
園
通
貨
が
会
〈
錆
貨
の
み
よ
ち
な
れ
る
場
合
、
郎
も
英
蘭
銀
行
業
の
他
の
地

オ
ー
す
ア
ー
ス
ト
ン
白
金
融
統
制
理
論

第
六
務

O 
九

第
三
十
五
巻

八
五
五

Overstone : op. ci t← p. 258. 
Overstone: op. cit. p. 450 (Q. 3074). 
Overstone: op. cit.. pp・450-1(Q・30:74.)酢
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オ

1wγ
ア
1
λ

ト

y
白
金
融
統
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第
六
時
嗣

方
銀
行
が
銀
行
券
を
費
行
せ
ま
る
場
合
に
、
錯
貨
即
ち
通
貨
の
量
が
麗
動
す
る
と
同
様
に
、
銀
行
券
の
量
を
盤
化

せ
し
む
る
を
以
て
理
想
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
ぞ
彼
の
銀
行
券
統
制
の
原
理
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
閣
の

銀
行
券
纏
量
が
帰
貨
ま
た
は
地
金
の
捷
勤
に
一
致
せ
ゴ
る
と
き
は
、
何
時
で
も
そ
こ
に
統
制
を
誤
ま
る
と
い
ふ
こ

と
が
生
中
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
通
貨
の
統
制
を
誤
ま
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
地
金
の
こ
れ
に
臆
や
る
増
減
な
き
に

も
拘
ら
争
、
多
量
の
銀
行
券
を
愛
行
し
て
再
び
そ
れ
を
庇
枚
す
る
か
、
地
金
が
轄
し
〈
流
入
せ
し
に
も
拘
ら
や
、

そ
れ
に
封
し
銀
行
券
ぞ
増
殺
せ
な
い
か
の
軌
れ
か
で

J?。
。
此
の
原
理
l
従
っ
て
葉
蘭
銀
行
た
る
と
他
の
地
方
銀

行
に
る
と
を
聞
は
す
、
総
ペ
て

ω銀
行
券
費
行
者
の
態
度
が
批
判
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
等
の
行
動
は
常
に
此

の
原
理
に
従
っ
て
ゐ
る
か
、
ま
た
は
反
し
て
ゐ
る
か
に
よ
っ
て
非
難
せ
ら
れ
ま
た
賞
讃
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
何
故
に
銀
行
券
の
量
を
錆
貨
ま
に
は
地
金
の
麗
動
に
相
癒
し
て
統
制
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る

hr
。
ォ

I
グ
ア

1
ス
ト
ン
の
見
る
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
元
本
市
館
賞
は
決
し
て
澗
潟
す
る
ま
で
蹴
出
を
績
け
る
も
の

で
は
な
い
。
若
し
鋳
貨
が
流
出
す
れ
ば
減
少
せ
る
量
の
通
貨
の
債
値
の
増
加
を
賢
し
、
利
子
、
信
用
航
態
及
び
物

債
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
其
の
結
果
、
錯
貨
の
流
出
は
必
や
或
る
程
度
に
於
て
止
む
色
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一

園
通
貨
が
銀
行
券
と
錆
貨
と
よ
り
な
れ
る
場
合
に
、
銀
行
券
が
若
し
鎮
貨
と
同
様
に
牧
縮
せ
し
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

鋳
貨
の
み
の
場
合
と
全
く
同
様
に
鈷
貨
の
流
出
は
或
る
段
階
で
必
宇
止
む
べ
き
も
、
若
し
此
の
原
理
に
従
ひ
て
牧

縮
せ
ら
れ

F
れ
ば
、
錆
貨
ま
た
は
地
金
の
流
出
が
果
し
て
停
止
す
る
や
否
や
は
保
謹
せ
ら
れ
特
F
る
か
ら
で
あ
あ
。

銀
行
券
統
制
の
基
準
を
地
金
ま
た
は
鋳
貸
の
麗
動
に
求
め
.
徒
ら
な
る
恋
意
的
基
準
含
排
撃
サ
ん
と
せ
し
彼
の

op. cιt. pp. 27・36.
op. cit. p. 350 (Q. 2677)' 
op. cit~ p. 202. 
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思
想
は
、
営
時
既
に
確
立
せ
ら
れ
し
粧
梼
的
自
由
主
義
の
精
神
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
理
論
が
会
衆
の
力

強
き
支
持
を
得
た
る
理
由
の
一
つ
も
亦
.
こ
う
に
存
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
惟
ふ
に
元
来
通
貨
主

義
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
錆
貨
は
何
等
人
潟
の
統
制
を
加
へ
十
と
も
、
自
動
的
に
自
ら
其
の
数
量
を
調
節
す
る
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
銀
行
券
統
制
の
基
準
ケ
こ
〉
に
置
き
、
人
潟
の
加
は
ら
.
ぎ
る
自
動
的
作
用
に
基
き
て
銀
行
券
を

統
制
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
泊
に
個
人
の
経
構
活
動
の
自
由
を
曾
重
す
る
営
時
の
枇
曾
思
潮
に
ふ
さ
は
し
き
も
の

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ォ

l
グ
ア

l
ス
ト
ン
自
身
も
、

π
公
衆
が
幾
何
の
通
貨
を
必
要
と
す
る
か
、
而
し
て
幾
何
の

通
貨
九
日
ι
所
持
せ
ん
と
欲
す
る
か
営
、
公
衆
自
ら
伏
せ
し
む
べ
く
枇
曾
会
韓
に
任
か
す
を
日
て
好
ま
し
き
こ
と
な
hJ

F
H
B
h
F

ノ
、

u
p
L
T
t
e
-
t
 

蹄
持
活
劫
の
自
由
に
基

t
貿
易
の
締
岡
市
，
閣
に
溜
3
る
ぺ
古
血
肉
令
鴎
の
巾
.
必
殺
JY
燥
何
(
け
よ
凡
金
一
風
骨

通
貨
に
換
へ
て
貰
ふ
潟
に
英
蘭
銀
行
に
持
ち
来
る
か
は
、
公
衆
の
要
求
に
従
ひ
て
自
ら
判
断
せ
し
む
べ
く
、
銀
行

の
恋
意
に
基
き
銀
行
券
の
畿
行
を
増
減
す
べ
か
ら
.5
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
ム
。
従
っ
て
銀
行
券
は
地
金
の
麗

勤
に
基
き
て
機
械
的
に
統
制
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
銀
行
の
自
由
裁
量
に
基
〈
銀
行
券
の
増
減
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
る
。
却
も
そ
こ
に
は
何
等
の
政
策
が
な
く
、
だ
Y
自
動
的
に
動
く
機
械
が
あ
る
の
み
で
あ
か
。

然
る
に
此
の
銀
行
券
統
制
に
就
い
て
は
二
つ
の
大
な
る
困
難
が
件
ふ
。
先
づ
第
一
に
銀
行
券
の
義
行
が
、
多
数

の
分
離
濁
立
せ
る
機
関
の
手
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
ペ
唯
一
の
愛
行
者
で
あ
れ
ば
某
の
取
扱
は
容

易
で
あ
る
が
、
多
数
の
も
の
を
我
々
は
如
何
に
慮
費
す
る
れ
一
」
と
は
ノ

1
7
ン
の
い
ひ
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。
唯
一

の
接
券
銀
行
以
外
の
組
べ
て
の
銀
行
券
義
行
を
徐
々
に
麿
止
す
ベ
〈
準
備
す
る
以
外
、
彼
等
を
虞
置
す
べ
き
遁
官
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第
六
時
制

な
る
方
法
は
な
い
。
然
し
限
A
T
そ
れ
が
出
来
て
も
夏
に
第
二
の
困
難
が
や
っ
て
来
る
。
政
官
券
銀
行
が
唯
一
の
英
蘭

銀
行
に
限
ら
れ
る
場
合
に
於
て
も
、
業
蘭
銀
行
の
発
券
業
務
は
営
時
主
の
一
般
銀
行
業
務
と
完
全
に
混
同
せ
ら
れ

て
ゐ

b
。
従
っ
て
彼
は
銀
行
券
統
制
の
目
的
を
達
す
る
震
の
手
段
と
し
て
、
地
方
銀
行
の
銀
行
券
後
行
に
劃
し
厳

重
な
る
制
限
を
加
へ
る
こ
と
、
及
び
葉
蘭
銀
行
を
球
環
行
部
・
銀
行
部
の
二
部
に
分
離
す
る
こ
左
の
一
一
方
法
を
強
調

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

抗
、
柏
市
僻
株
糊
枠
内
問
踊

l
l金
融
柵
制
事
撒
の
…

既
に
第
三
節
に
於
て
謹
べ
し
如
〈
、
営
時
英
圃
に
於
て
銀
行
券
の
義
行
に
従
事
せ
し
は
濁
句
英
蘭
銀
行
の
み
で

な
く
、
多
〈
の
地
方
銀
行
も
亦
銀
行
券
脇
田
行
の
樺
能
を
有
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
然
る
に
是
等
地
方
銀
行
の
接
券

業
務
に
就
い
て
は
法
律
上
何
等
の
制
限
な
く
、
ま
た
其
の
脱
税
行
量
は
何
等
確
買
な
る
原
理
に
基
き
て
統
制
せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
か
b

る
事
情
の
下
に
於
て
地
方
銀
行
の
義
行
量
が
な
ほ
よ
く
統
制
せ
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
ぞ
れ
は
、
全
く
地
方
銀
行
自
瞳
の
慎
重
な
る
考
慮
に
基
〈
か
、
然
ら
や
ん
ぱ
英
蘭
銀
行
が
地
方
銀
行
の
上

に
作
用
せ
し
必
然
的
な
勢
力
の
結
果
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
事
買
は
こ
れ
に
反
し
、
其
の
行
動
に
就
き
一
般

原
理
に
従
は
ぎ
る
後
券
銀
行
の
多
数
な
る
こ
と
が
、
通
貨
統
制
を
慣
乱
す
る
の
傾
向
を
鷲
せ
し
は
疑
ふ
ぞ
得
e
き
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
偲
に
地
方
後
券
銀
行
が
其
の
俊
行
量
を
結
局
に
於
て
枇
縮
し
た
止
し
て
色
、
そ
れ
は
英
蘭
銀
行

の
行
動
(
例
へ
ば
割
引
利
率
の
引
上
)
に
よ
っ
て
鷲
き
れ
し
結
果
で
あ
っ
て
、
決
し
で
英
蘭
銀
行
の
牧
縮
と
同
時
に
起
り
、

26) Feavearye.r・ np.cit. p. 24:;. 
27) Overstone: op. cit. pp・91-.事・



協
調
的
・
自
費
的
行
動
に
基
〈
も
の
で
は
な
い
。
色
と
よ
り
地
方
銀
行
は
葉
蘭
銀
行
に
依
存
せ
る
も
の
で
あ
り
、
然

る
限
り
に
於
て
結
局
に
於
て
英
蘭
銀
行
と
同
一
歩
調
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
も
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
英
蘭
銀

行
の
最
初
の
行
動
と
地
方
銀
行
の
究
極
に
於
け
る
追
随
と
の
聞
に
は
何
程
か
の
間
隔
の
介
在
す
べ
き
は
明
か
で
あ

る
。
従
っ
て
其
の
結
果
に
到
達
す
る
以
前
に
通
貨
制
度
が
一
般
に
混
乱
と
危
険
と
に
曝
さ
れ
、
英
蘭
銀
行
の
採
る

べ
き
匡
救
手
段
は
然
ら
ゴ
る
場
合
よ
り
・
色
、
運
か
に
深
刻
に
し
て
激
烈
な
る
色
の
E

と
な
ら
5
る
を
得
ぬ
の
で
あ
和
。

か
く
の
加
〈
に
し
て
英
蘭
銀
行
は
多
敢
の
地
方
愛
券
銀
行
に
脅
し
.
極
め
て
不
完
全
な
る
統
制
力
を
有
す
る
に
遁

叩

ぎ
ぬ
の
で
め
り
、
少
な
〈
と
も
直
接
且
つ
却
時
的
の
統
制
力
を
有
し
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

3
れ
司
法
彼
が
是
等
の
帥
押
容
。
炉
FM一
く
る
熔
に
抱
Z
し
現
思
は
、
恨
行
停
の
後
行
は
こ
れ
な
式
の
後
刊
に
桃
川
口
完
投

な
る
権
限
と
統
制
カ
と
を
具
備
し
、
銀
行
券
の
正
嘗
な
る
統
制
に
調
し
絶
調
的
に
責
任
を
有
す
る
唯
一
の
機
関
に

限
る
べ
し
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
れ
っ
然
し
軍
な
る
理
論
家
に
あ
ら
令
し
て
貰
際
的
考
慮
を
常
に
怠
ら
や
、

註
五

而
も
地
方
銀
行
の
有
用
性
を
認
む
る
彼
と
し
て
は
、
此
の
理
想
に
盲
進
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
即
ち
彼
は

日
く
、
「
然
し
英
幽
の
賓
際
は
此
の
理
旭
よ
り
遥
か
に
一
帯
離
し
、
長
年
の
惇
統
に
基
き
て
赴
舎
の
慣
行
偏
見
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
が
故
に
、
我
々
は
其
の
慣
行
の
賓
際
を
根
絶
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

一
圃
の
銀
行
券
後

行
の
樺
力
を
唯
一
の
機
関
に
濁
占
的
に
賦
奥
す
べ
き
原
則
が
、
如
何
に
擁
買
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
業
の
原
則
を
貫

際
に
適
用
す
る
に
営
り
、
英
国
の
慣
行
及
び
商
取
引
の
過
程
に
驚
す
捷
化
は
必
全
や
多
〈
の
重
大
な
る
不
便
を
伴

ひ
、
か
〉
る
計
査
を
貫
現
す
る
の
期
待
は
全
〈
其
の
望
を
絶
た
れ
る
。
英
国
に
於
て
今
日
ま
で
存
在
せ
る
特
殊
な

オ

1
ず
ア
ー
ス
ト
ン
白
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
五
九

第
六
披

一
一一
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披

一
一
四

八
六

O

ち
組
織
、
即
ち
一
の
指
導
的
中
央
政
官
券
機
関
(
英
蘭
銀
行
を
指
す
)
が
、
多
数
の
そ
れ
よ
り
は
小
な
る
従
属
的
機
闘
〈
地
方

事
銀
行
を
指
ナ
)
に
よ
っ
て
取
固
ま
れ
て
ゐ
る
組
織
は
、
な
ほ
織
績
す
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
従
っ
て
ム
寸
我
々
が

な
し
得
る
こ
と
は
た
Y
不
完
全
な
る
制
度
が
費
す
べ
き
不
便
を
減
じ
、
出
来
る
だ
け
其
の
制
度
ぞ
有
効
な
ら
し
む

る
こ
と
に
限
ら
れ
か
」
と
。
即
ち
彼
は
彼
の
理
想
の
貰
現
を
直
ち
に
期
せ
ん
と
は
せ
な
い
が
、

3
れ
ば
と
て
決
し
て

彼
は
嘗
時
の
地
方
銀
行
mw
現
献
を
以
て
満
足
な
り
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
被
は
英
蘭
銀
析
が
地
方
銀
桁
じ
封
し

、刊、

℃
有

1
ァ
引
楠
制
力
一
な
よ
り
有
効
な
ら
し
h
u
o
引
鴻
に
、
地
方
銀
行
の
組
行
持
臨
時
‘
行
ド
脱
出
牒
設
な
る
制
限
伊
加
へ
"

徐
ろ
に
彼
の
一
理
想
、
郎
ち
英
蘭
銀
行
の
銀
行
券
後
行
の
濁
占
化
に
接
近
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
余
は
地
方
銀
行
が
非
常
に
寧
敬
す
べ
き
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
の
制
度
と
し
て
祉
舎
バ
と
P
極
め
で
有
用

E
ワ
便
宜
な

も
白
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
地
方
銀
行
を
経
瞥
ナ
る
人
々
は
識
に
信
用
す
る
に
足
る
人
物
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と
。

ζ

れ
と
同
様
な
る
趣
旨

・
の
彼
の
陳
辿
は
他
の
個
所
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。

詰
亙

彼
は
日
ふ
、

六
、
英
蘭
銀
行
分
離
の
問
題
|
|
金
融
統
制
手
段
の
二

地
方
銀
行
の
銀
行
券
殺
行
に
封
し
最
重
な
る
制
限
を
加
へ
で
も
な
ほ
問
題
は
残
る
。
蓋
し
英
蘭
銀
行
は
二
つ
の

異
れ
る
職
能
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
英
蘭
銀
行
は
費
券
銀
行

B
E
r
oご山田
Z

巾
)
'
と
し
て
の
職
能
と
、
預

金
割
引
銀
行
(
出
向
島
ミ
ロ
4
2一
円
山
口
己
巴

2
2
2
E
)
と
し
て
の
、
帥
ち
普
通
銀
行
と
し
て
の
職
能
と
を
併
有
し
て

ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
問
者
は
其
の
性
質
を
全
〈
異
に
せ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
通
貨
の
創
設
を
行
ふ
も
の
で

op. cit. pp. 37-8 
<>p. C1 t. p. 443. 
op. ctt. p. 445・
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あ
り
、
後
者
は
創
設
せ
ら
れ
し
通
貨
を
利
用
し
分
配
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
是
等
二
職
能
は
完
全
に
匝
別
せ

ら
れ
金
〈
相
異
る
も
の
な
る
こ
と
、
及
び
是
等
二
職
能
が
同
一
機
闘
に
よ
り
鹿
理
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
L
しい

目

ふ
必
然
的
な
事
情
は
、
両
者
の
中
に
は
る
一
然
存
在
せ
4

さ
る
こ
と
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。

一
圃
の
通
貨
が
純
粋
に
鋳
貨
の
み
よ
り
な
る
場

合
と
ま
さ
に
同
様
に
某
の
銀
行
券
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
謹
券
保
有
額
を
出
来
る
だ
け
不
麗
な
ら
し

後
券
銀
行
と
し
て
の
英
蘭
銀
行
が
遵
守
す
べ
き
指
導
原
理
は
、

め
、
銀
行
券
の
増
減
を
専
ら
こ
れ
に
相
官
す
る
金
の
増
減
に
相
鹿
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
こ
れ
と
同
じ

原
則
を
一
一
般
銀
行
業
務
の
場
合
に
叫
ま
で
押
進
め
る
こ

2
は
賢
際
上
不
可
能
で
め
る
c

銀
行
業
務
の
性
質
上
、
預
金

は
本
一
の
金
額
挫
び
に
期
間
に
於
℃
千
品
空
局
別
に
し

c、
擁
々
の
事
情
に
J

つ川
i

崎
明
一
動
し
、
預
金
の
判
明
酌
い
い
"
組
ひ
て

是
等
預
金
が
投
下
せ
ら
れ
る
謹
努
の
額
も
亦
擾
勤
せ
r
d

る
を
得
な
い
。
従
っ
て
謹
券
保
有
額
'
伊
二
定
不
盤
な
ら
し

め
ん
と
す
る
が
如
き
は
不
合
理
極
ま
る
色
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ん
事
六

註

穴

ォ

I
ず
ア
ー
ス
ト

y
は
預
金
、
銀
行
券
等
白
銀
行
債
務
に
封
し
、
一
ニ
分
の
二
回
詮
券
、
三
分
自
一
白
金
貨
、
地
金
を
準
備
と
し

τ保
有
ナ

べ
し
・
と
い
ふ
パ
!
?
(
』
。

E
Z。
zap-52)
白
一
原
則
に
就
曹
て
は
、
銀
行
券
に
掬
ナ
る
限
り
其
の
尖
首
性
を
認
む
る
も
、
預
金
に
就
い

で
は
と
れ
を
認
め
て
ゐ
な
い
。

斯
〈
の
如
き
性
質
の
全
然
異
る
職
能
が
、
一
の
機
閥
に
併
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
結
果
は
如
何
。
普
通
銀
行
と
し
て

の
英
蘭
銀
行
が
政
府
財
政
の
桓
否
し
得
F
る
要
求
に
遭
過
し
、

或
は
一
般
甑
持
赴
舎
が
活
叱
を
呈
し
資
金
融
通
に

劃
す
る
需
要
多
き
に
際
し
、
銀
行
が
普
通
の
合
理
的
な
る
資
力
と
帯
サ
ら
れ
る
も
の
以
外
に
、
更
に
自
由
に
銀
行

券
金
帯
後
し
得
べ
き
権
限
が
賦
奥
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
此
の
権
限
の
濫
用
せ
ら
る
べ
き
は
想
像
に
難
か
ら

ォ
I
ず
ア

1
λ

ト
ン
の
金
融
統
制
哩
論

第
三
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五
巻
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第
六
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一
五
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第
三
十
五
巻

第
ム
ハ
競

一占
p、

i¥ -p、

オ

I
官

7
1
λ

ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

.
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
ム
。
蓋
し
畿
弁
銀
行
と
し
て
銀
行
券
を
後
行
す
る
と
共
に
預
金
を
引
受
〈
る
場
合
、
預
金
引
出

の
要
求
に
劃
し
て
は
某
の
保
有
に
か
冶
る
有
債
謹
券
を
責
却
せ
や
、
銀
行
券
の
後
行
を
不
常
に
増
加
し
て
以
て
こ

れ
に
膳
ぜ
ん
と
す
る
の
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
の
結
果
商
業
恐
慌
を
激
化
せ
し
か
る
こ
と
あ
る
は
勿
論
で出

あ
っ
て
ぷ
央
闘
の
商
業
恐
慌
を
特
徴
づ
け
る
激
烈
性
の
大
部
分
は
此
の
原
因
に
基
〈
も
の
と
彼
は
見
る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
彼
は
強
〈
叫
ぶ
、
一
通
貨
の
統
制
、
換
言
す
れ
ば
通
貨
を
創
設
す
る
力
金
一
般
銀
行
業
務
よ
り
分
離
せ
よ
。

-
:
:
・
通
貨
一
の
需
要
者
、
印
ら
政
府
と
一
般
経
梅
界
(
商
業
)
な
し
て
、
通
貨
の
創
設
者
に
危
険
に
し
て
焼
、
り
易

き
影
響
を
輿
へ
る
局
に
近
か
づ
か
し
め
る
な
。
通
貨
の
需
要
者
は
彼
等
の
申
込
佐
官
に
充
た
す
べ
き
通
貨
の
分
配

者
の
許
へ
遺
る
ペ
し
」
十
日
o
か
く
て
彼
は
通
貨
統
制
の
任
務
を
有
す
る
機
闘
と
し
て
、
相
封
立
せ
る
利
害
及
び
動
機

よ
り
解
放
せ
し
な
る
と
同
時
に
、
其
の
責
任
を
明
瞭
且
つ
完
全
な
ら
し
め
、
其
の
行
動
を
簡
単
に
而
も
容
易
に
理

解
せ
し
な
る
潟
に
一
般
銀
行
業
務
含
後
券
業
務
よ
り
概
然
匝
別
す
る
の
目
的
診
以
て
、
英
蘭
銀
行
を
発
行
部
・
銀
行

部
の
二
部
に
分
離
し
、
而
し
て
爾
者
の
勘
定
を
明
示
し
公
衆
を
し
て
深
め
将
来
へ
の
見
透
し
を
可
能
な
ら
し
め
ん

却
註
ド
目
、
誌
入
、
註
丸
、
註
T

と
す
る
の
で
あ
る
。

註
セ
英
蘭
銀
行
の
賛
行
部
・
銀
行
部
四
分
離
に
就
き
伴
ふ
困
難
は
、
英
蘭
銀
行
が
こ
れ
に
よ
ヲ
て
布
開
業
務
慌
の
救
援
に
闘
し
、
ま
た
政
府
信
用
D

支
持
に
関
し
て
有
ナ
べ
奇
カ
の
減
殺
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
ζ

と
よ
り
生
ず
る
。
然
し
彼
は
此
の
欠
誌
は
多
数
回
人
が
考
へ
て
ゐ
る
よ

り
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
銀
行
が
制
限
せ
、
b
れ
る
唯
一
白
貼
は
、
賛
行
部
銀
行
部
分
離
に
よ
ヲ
て
存
夜
す
ベ
骨
筈
の
金
額
以
上
に
遁

貨
を
創
設
ナ
べ
き
不
嘗
に
し
て
而
も
危
険
な
る
櫨
カ
を
行
使
す
る
の
駐
に
あ
る
に
過
u
f
な
い
と
、
彼
は
凡
て
ゐ
る
。

宮

A

彼
は
分
離
の
形
式
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
定
見
を
有
し
て
ゐ
た
誇
で
は
な
い
。
と
の
己
と
は
一
八
三
七
年
の
「
省
察
」
に
於
げ
る
彼
の
操
業

op. cit. pp. 33. 85. 87. 139・
op. cit. p. 33・
op. cit. p. .81. 
op. cit. pp. 38-39・
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一
八
四

O
年
の
委
員
曾
に
於
け
る
彼
の
詮
言
と
を
比
較
封
照
す
れ
ば
明
か
と
な
る
。
郎
ち
前
者
に
於
で
は
政
府
の
代
表
者
を
も
加
九
た

特
別
の
委
員
曾
に
よ
っ
て
銀
行
券
俊
行
を
指
導
せ
し
む
る
と
い
ふ
に
あ
ワ
た
白
で
あ
る
が
、
後
者
に
於
で
は
銀
行
券
の
後
行
が
一
般
銀
行
業

務
よ
り
分
離
せ
る
部
門
に
於
て
、
全
然
英
蘭
銀
行
の
手
に
よ
ワ
て
行
は
れ
て
も
、
主
た
は
こ
白
魚
に
特
に
任
命
せ
、
b
れ
る
委
員
舎
に
委
ね
ら

れ
で
も
、
執
れ
に
で
も
支
障
な
し
と
し
て
ゐ
る
。

註
丸
英
蘭
銀
行
を
俊
行
部
・
銀
行
部
の
二
部
に
分
離
す
る
こ
と
に
就
い
て
は
オ

l
r
ア
ー
ス
ト

y

の
他
、
彼
と
同
時
代
の
ト

1
レ
ン
λ

も
亦
己
れ

を
主
抜
し
で
ゐ
る
。

(
4
c
q
m
E
U
h
F
2
5
T
L
F
E同一ユ

H
F
E
-
E
Z
5
R
A
V
E円
昌
己

g
z
E
2
司
司
氏
!
∞
参
照
)
宮
た
腕
に
リ
カ
ア
ド

オ
も
彼
自
宛
後
、
即
ち
一
八
二
四
年
に
出
版
せ
ら
れ
し
「
周
立
銀
行
設
守
一
実
」

(
2
5
F月

5
0
何
邸
内

m
E
r
r
E
m忠
弘

pzzspニr
s
r
)
K

於
て
、
英
蘭
銀
行
が
銀
行
券
の
費
行
止
一
般
銀
行
業
務
の
ニ
ヲ
の
異
れ
る
職
能
b
z

有
ナ
る
こ
と
を
認
め
、
一
ヘ
四
四
年
同
ピ
ー
ル
銀
行
法
に

よ
り
賛
行
部
に
謀
せ

b
れ
た
る
知
曹
任
務
を
有
ナ
る
特
殊
機
関
、
即
ち
園
立
銀
行
設
立
の
計
量
を
主
張
し
た
。

(--ro
当
日
-
E
C『
ロ
号
E

E
E
a
s
ヨ吾
P
Z
c
E
n
o
cご
一
目
ピ
「
O

富
山
者
ユ
2
3
q
c「
二
百
九
H
Z
Z
M
C
F
Z
戸

同

Z
.
0
-
-
E
r
L∞
忌
唱
す
い
以
下
、
小
畑
茂
夫
氏
、

「
日
力
ア
ド
オ
貨
幣
銀
行
論
集
」
コ
一
九
五
百
'
以
下
4
宙
開
)

釦
+
英
開
銀
一
計
分
離

E
R庖
に
就
V

て
は
、
田
中
金
司
教
授
の
「
費
行
部
・
銀
行
部
分
離
に
闘
す
る
考
詮
ス
国
民
経
漕
雑
誌
五

O
巻
六
波
)
及
び

「
費
行
部
・
銀
行
部
分
離
に
就
い
て
の
批
列
」
(
同
誌
五
一
巻
三
競
)
と
題
す
る
優
れ
た
る
研
究
が
あ
る
。
就
V

て
見
ら
る
べ
し
。

と、

七
、
金
融
統
制
の
効
果

熱
ら
ば
金
融
統
制
の
効
果
は
如
何
。

彼
に
よ
れ
ば
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
行
は
れ
し
、
其
の
始
期
に
於
て
遅
く
、
其

の
作
用
に
於
て
突
如
且
つ
激
烈
に
し
て
、
而
も
極
め
て
不
規
則
に
貰
行
せ
ら
れ
し
制
度
の
代
は
り
に
、
早
〈
且
つ
遁

営
な
る
時
期
に
於
て
牧
縮
作
用
を
費
す
制
度
を
置
き
か
へ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
こ
そ
通
貨
の
比
較
的
少

な
き
牧
縮
.
従
っ
て
n
公
衆
の
上
に
最
も
僅
か
な
る
不
便
と
腫
迅
を
加
へ
る
に
過
ぎ
守
し
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し

得
る
方
法
で
あ
る
。
従
来
通
貨
の
牧
縮
は
一
般
に
議
替
逆
調
の
肢
態
が
相
常
長
〈
織
麗
し
、
地
金
の
量
が
著
し
く

ォ
I

V
ア
『
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
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五
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第
六
披
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ォ
I
ず
ア
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ス
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五
巻
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披

戸、

八
六
問

減
少
す
る
ま
で
延
期
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
結
果
は
地
金
の
流
出
の
程
度
の
相
営
進
み
し
時
期
に
於

て
、
物
債
並
び
に
信
用
の
上
に
突
如
且
つ
急
激
な
る
作
用
を
費
し
、
還
に
は
地
金
が
牽
く
蹴
出
し
去
る
こ
と
〉
な

り
、
大
な
る
困
難
を
n
公
衆
の
上
に
鷲
せ
し
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
従
来
の
方
法
に
於

け
る
地
金
流
出
の
激
化
の
原
因
は
防
止
せ
ら
れ
、
而
し
て
全
然
避
け
得
ら
れ
ぎ
る
地
金
蹴
出
の
諸
原
図
の
矯
正
炉
、

其
の
初
期
に
於
て
行
ば
れ
る
こ
と
〉
な
り
、
業
の
結
果
通
貨
牧
縮
の
程
度
を
軽
か
ら
し
め
、
公
衆
に
典
へ
る
不
便

合
最
少
限
度
に
止
り
る
少
得
る
と
す
る
の
で
あ
ふ
。
克
に
英
闘
に
於
け
る
「
商
業
恐
慌
の
惨
禍
の
大
部
分
、
並
び
に

そ
れ
に
随
伴
す
る
弊
害
は
、
銀
行
券
を
地
金
に
相
摩
し
て
牧
縮
せ
し
め
ぎ
る
こ
と
に
蹄
し
得
る
」
と
信
宇
る
オ

1

グ
ア

1
ス
ト
ン
が
、
銀
行
券
の
統
制
に
よ
っ
て
景
気
の
盤
勤
は
少
な
く
な
り
、
物
債
は
従
前
の
如
く
激
盤
せ
守
、

投
機
は
少
な
く
な
る
で
あ
ら
う
と
推
想
せ
し
は
営
然
で
あ
る
。
然
し
通
貨
の
統
制
が
総
べ
て
の
投
機
を
な
く
し
、

ま
に
商
業
上
の
混
乱
を
全
然
消
滅
せ
し
h

げ
る
と
想
像
す
る
程
、
彼
は
楽
観
的
で
は
な
い
。
印
ち
彼
は
「
最
も
完
全

な
る
通
貨
の
統
制
を
な
し
て
も
、
吹
き
荒
ぶ
嵐
が
自
然
界
に
避
〈
べ
か
ら
ゴ
る
現
象
な
る
左
同
様
に
、
商
業
界
に

於
け
る
季
節
的
盤
勤
は
避
く
る
を
得
ぎ
る
も
の
で
め
か
」
。
「
物
債
は
勿
論
時
を
異
に
す
る
に
従
ひ
て
商
品
の
需
給

閥
係
に
よ
っ
て
接
勤
す
る
。
投
機
者
流
は
供
給
及
び
需
要
の
激
度
に
閲
す
る
測
定
を
読
ま
り
、
物
債
は
不
自
然
に

高
め
ら
れ
、
而
し
て
各
人
は
混
乱
に
陥
れ
ら
れ
る
。
鱒
ぺ
て
是
等
の
現
象
は
商
業
が
自
由
競
雪
の
下
に
行
は
れ
、

利
益
追
求
の
希
望
が
人
心
に
影
響
す
る
限
h
ノ
、
消
失
し
去
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
い
ふ
。
然
し
彼
は
完
全
に
組

ベ
で
の
こ
と
を
な
し
得
な
い
か
ら
と
て
、
我
々
の
擢
限
内
に
あ
る
も
の
を
改
善
せ
な
い
ん
」
い
ふ
こ
と
は
理
由
な
き

op. cit. pp. 24"-3 
op. cit. l'・ 372.
。p.cit. p. 132. 
op. cit. pp. 24()-ト
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こ
と
な
り
し
、
通
貨
の
統
制
を
よ
り
よ
く
行
ふ
こ
と
に
よ
り
、
設
ま
れ
る
通
貨
統
制
の
結
果
た
る
物
債
の
騰
貴
及

ぴ
不
営
な
る
投
機
に
よ
っ
て
賛
さ
れ
る
追
加
的
な
激
化
を
防
止
し
、
以
て
公
衆
の
利
益
を
擁
護
せ
ん
胃
と
す
る
の
で

あ
る
。
「
余
は
決
し
て
公
衆
の
利
盆
を
犠
牲
に
せ
る
英
蘭
銀
行
の
利
盆
を
、
擁
護
す
べ
き
希
望
も
意
圃
も
有
し
て
ゐ

な
い
。
余
自
身
の
閥
心
と
同
情
と
は
、
組
べ
て
の
公
衆
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
い
へ
る
彼
の
言
葉
が
、

組
べ
て
そ
よ
く
物
語
れ
る
加

t
で
あ
る
。

八
、
結
論
ー
ー
ォ

l
ヴ
ア
ー
ス
ト
ン
金
融
統
制
理
論
の
批
判

理E

ホ

l
グ
ア
ー
ス
ト
〆
ば
通
貨
主
義
の
理
論
JY
摘
換
し
、

U叶
A
4
E
じ
huι
村

μ
μ
f
p
U
惚
責
主
主

i
止
k
d
f
j
i
j
J一
九
)
【

錆
貨
と
銀
行
券
と
を
同
一
一
服
す
る
こ
と
、
ぞ
れ
が
震
に
銀
行
券
の
増
加
が
通
貨
の
債
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、

銀
行
が
恋
意
的
に
銀
行
券
を
増
減
す
る
力
を
有
す
る
こ
と
、
従
っ
て
毅
券
銀
行
が
通
貨
の
債
値
の
費
動
に
恋
意
的

に
影
響
を
費
す
こ
と
、
地
金
の
流
出
は
通
貨
の
債
値
の
低
き
に
過
ぎ
る
こ
と
、
郎
ち
通
貨
の
量
の
過
大
な
る
に
基

く
こ
と
、
此
の
通
貨
の
量
が
制
限
せ
ら
れ
や
さ
る
場
合
に
は
、
地
金
の
流
出
は
無
限
に
繕
績
す
べ
き
こ
と
、
銀
行
が

引
績
き
銀
行
券
を
後
行
す
る
こ
と
に
よ
り
地
金
涜
出
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
纏
績
的
銀
行
券
費
行
に
よ
っ
て
金

準
備
を
遂
に
掴
潟
せ
し
む
る
に
至
る
べ
き
こ
と
、
最
後
に
銀
行
券
の
義
行
を
地
金
の
流
出
に
基
〈
金
準
備
の
減
少

と
同
時
に
、
而
し
て
ま
た
同
様
に
制
限
す
る
の
必
要
な
る
こ
と
、
等
の
一
群
の
理
論
に
基
き
て
銀
行
券
の
一
量
を
調

節
し
て
、
金
融
統
制
の
目
的
を
蓮
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
葉
の
目
的
を
達
す
る
震
の
手
段
と
し
て
、
先
づ

オ

1
ず
ア

1
見
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
六
五

第
六
務

九



オ

1
rア
ー
ス
ト

y

の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
拳

入
六
六

第
六
時
嗣

一
二

O

地
方
銀
行
の
銀
行
券
後
行
に
最
重
な
る
制
限
を
加
へ
て
、
発
券
業
務
の
統
一
を
徐
々
に
圃
る
と
同
時
に
、
英
蘭
銀

行
を
脇
田
行
部
・
銀
行
部
の
二
部
に
分
離
し
て
、
異
れ
る
二
職
能
が

E
に
他
を
犯
す
こ
と
な
か
ら
し
め
、
従
来
屡
々
経

験
せ
ら
れ
し
苦
き
瞳
験
を
再
び
繰
り
返
さ

.5
ら
し
め
ん
と
し
に
の
で
あ
る
。

然
し
オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
の
行
論
の
中
に
は
.
幾
多
の
首
肯
し
難
き
疑
問
の
包
蔵
せ
ら
れ
を
る
こ
と
は
否
認
し

得
な
い
。
先
づ
統
制
の
割
象
に
就
い
て
見
る
。
彼
は
前
に
も
湛
べ
し
如
〈
通
貨
を
銀
行
券
と
鶴
貨
と
に
限
h
ノ
、
信

用
は
結
局
通
貨
な
る
基
礎
の
上
に
立
つ
上
層
建
築
に
過
ぎ
な
い
も
の

E
看
倣
し
、
信
用
の
量
hr
銀
行
券
と
同
様
に

地
金
の
撞
動
に
従
ひ
て
統
制
す
る
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
で
も
な
〈
ま
た
正
賞
な
こ
と
で
も
な
い
、
銀
行
券
き
へ
最

重
且
つ
正
営
に
統
制
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
信
用
は
自
ら
統
制
せ
ら
れ
る
に
歪
る
と
い
ん
。
然
し
彼
の
い
ふ
如
〈
信

用
は
遇
貨
の
車
な
る
上
層
建
築
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
。
ま
に
通
貨
特
に
銀
行
券
を
適
嘗
に
統
制
さ
へ
す
れ
ば
、

業
の
必
然
的
結
果
と
し
て
信
用
の
統
制
は
鷲
さ
れ
る
の
で
め
る
か
η

信
用
が
既
存
の
通
貨
ま
た
は
財
な
基
礎
と
し

て
賦
典
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
或
は
こ
の
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
信
用
は
必
す
し
も
舵
存
の

通
貨
、
既
存
の
財
の
上
に
の
み
奥
へ
ら
れ
る
も
の
と
は
限
ら
や
、
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
通
貨
も
な
く
、
ま
七
生
産
せ
ら

れ
た
る
財
も
な
さ
場
合
に
な
ほ
よ
〈
賦
奥
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
信
用
を
以
て
宛
も
通
貨
の
上
層
建
築

に
過
ぎ
ぎ
る
如
〈
推
想
す
る
の
課
り
な
る
は
勿
論
、
銀
行
券
さ
へ
最
密
に
儒
貨
と
同
様
に
統
制
す
れ
ば
、
信
用
も
亦

自
ら
制
限
せ
ら
れ
得
る
と
す
る
こ
左
の
如
何
に
柴
観
に
過
ぎ
た
る
見
解
な
る
こ
t

と
が
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

彼
は
斯
〈
の
如
〈
信
用
の
作
用
少
軽
視
せ
し
の
み
な
ら
や
、
更
に
ま
た
預
金
の
本
質
を
見
誤
ま
る
こ
と
に
よ
っ

Overslone: op. ci~. pp・450-144) 



て
、
銀
行
券
の
愛
行
に
闘
す
る
限
り
最
重
に
制
限
せ
ん
と
せ
し
も
、
預
金
に
閲
し
て
は
全
然
無
統
制
、
無
干
渉
の

版
鵡
に
置
か
ん
と
し
た
。
然
し
預
金
一
炉
艇
梼
世
舎
に
於
て
購
買
力
と
し
て
作
用
す
る
の
黙
は
、
銀
行
券
と
金
〈
同

じ
で
あ
っ
て
、
此
の
勤
に
於
て
銀
行
券
と
預
金
と
の
聞
に
は
何
等
本
質
的
の
区
別
は
存
せ
な
い
い
。
従
っ
て
雨
者
を

根
本
的
に
相
違
す
る
も
の
な
り
と
断
令
る
は
明
か
に
譲
り
で
あ
5
0
ま
た
通
貨
特
に
銀
行
券
伝
統
制
す
れ
ば
預
金

色
亦
統
制
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
巣
観
的
な
る
見
解
は
果
し
て
正
嘗
で
あ
る
か
。
も
と
よ
り
預
金
は
通
貨
特
に
銀
行
券

と
金
く
無
関
係
の
肢
態
に
あ
る
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
が
、
等
し
き
準
備
金
を
以
て
異
れ
る
割
合
の
預
金
を
這
出

し
得
る
こ
と
あ
る
を
見
れ
ぽ
、
銀
行
券
の
統
制
に
よ
り
頂
金
が
完
全
に
統
制
ぜ
ら
れ
得
る
と
す
る
ぽ
早
計
の
識
り

を
弛
れ
得
ま
い
。
而
し
て
新
一
〈
の
畑
く
統
制
せ
ら
れ

Y
る
預
金
は
銀
行
券
と
金
〈
同
様
に
地
令
流
出
の
手
段
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
英
繭
銀
行
よ
り
の
金
の
流
出
は
銀
行
券
を
通
じ
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
ち
、
令
が
流
出

す
る
に
従
ひ
て
銀
行
券
が
還
流
し
来
る
と
想
像
せ
し
は
、
大
な
る
錯
畳
に
他
な
ら
十
し
て
、
預
金
の
引
出
に
よ
る

金
の
疏
出
の
場
合
に
は
何
等
銀
行
券
は
還
疏
し
来
ら
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
の
加
〈
オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
は
信
用

の
作
用
を
憐
り
に
軽
視
せ
し
の
み
な
ら
宇
、
ま
た
預
金
の
本
質
を
誤
認
し
、
銀
行
券
の
統
制
の
み
を
以
て
足
れ
り

と
せ
し
は
、
彼
の
教
ふ
べ
か
ら

F
る
誤
謬
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

・
次
に
統
制
の
基
準
に
就
い
て
見
る
。
彼
は
錆
貨
の
自
動
的
調
節
作
用
に
基
き
、
錆
貨
の
聾
動
と
ま
さ
に
同
様
に

一
園
通
貨
特
に
銀
行
券
を
機
械
的
に
統
制
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
錆
貨
ま
た
は
地
金
の
増
減
は
一
に
其

の
数
量
の
過
大
な
る
か
、
過
小
な
る
か
の
執
れ
か
に
よ
る
も
の
な
り
と
し
て
、
そ
れ
以
上
如
何
な
る
原
因
に
基
く

か
を
敢
て
聞
は
歩
、
只
管
に
一
園
通
貨
の
量
を
鰭
貨
の
量
に
等
し
か
ら
し
め
ん
と
努
む
る
の
で
あ
る
。
然
し
錆
貨

オ

I

V
ア

1
月
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

入
六
七

第
六
競

45) 九Nagner: a. a. O. S. 96-7・
46) Macleod: op. cit. Vol. II， p・34・
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ト
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第
三
十
五
巻

八
穴
八

第
六
競

一
一一

の
出
入
は
必
宇
し
も
其
の
量
の
過
大
過
小
に
基
〈
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
考
へ
得
ら
れ
ろ
唯
・
一
の
場
合
で
は
な

く
て
、
多
〈
の
場
合
の
一
つ
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
金
移
動
の
大
部
分
は
単
に
解
梼
的
傾
向
の
自
然
的
結
果
で
は
な

，
く
て
‘
一
屡
々
自
然
的
傾
向
に
反
し
て
行
は
れ
る
気
慌
な
る
人
魚
的
決
意
の
結
果
で
あ
る
。
剖
ち
二
圃
聞
の
割
引
利

率
の
相
達
、
業
の
他
心
理
的
作
用
も
亦
鋳
賃
増
減
を
費
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
こ
〉
に
彼
の
統
制
恭
準
の
大
な

る
誤
認
が
存
す
る
。

最
後
に
統
制
の
手
段
に
就
い
て
見
る
。
彼
は
統
制
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
地
方
竣
券
銀
行
の
銀
行
券
接
行
に

験
設
な
る
制
限
ヤ
川

~
&
t
f
ル
ル
パ
に
、
時
欄
銀
行
人
伊
政
行
叩
。
銀
行
部
U
1

分
離
す
る
叩
い
L
し
ゃ
…
抑
制
調
レ
ん
に
つ
仙
刊
に
十
訳
出
削
鍬

行
の
分
離
に
就
い
て
彼
は
、
通
貨
の
創
設
者
と
し
て
の
後
行
部
、
創
設
せ
ら
れ
し
通
貨
の
分
配
利
用
者
と
し
て
の

銀
行
部
の
従
ふ
べ
き
原
理
は
全
〈
性
質
の
異
る
も
の
な
り
と
推
断
し
、
銀
行
部
は
其
の
資
金
よ
り
出
来
る
だ
け
大

な
る
利
益
を
獲
得
す
べ
き
も
の
に
し
て
.
此
の
黙
に
於
て
は
他
の
砦
利
追
求
を
専
ら
と
す
る
銀
行
と
金
〈
其
の
経

費
原
理
を
等
し
く
す
べ
き
も
の
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
銀
行
券
義
行
に
就
い
て
は
極
構
世
曾
全
瞳
の
立
場

よ
り
、
窮
屈
に
過
ぎ
る
と
思
は
れ
る
如
き
機
械
的
統
制
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
他
方
資
金
の
蓮
用
に
就
い
て
は
金

〈
他
の
銀
行
と
同
様
に
何
等
全
韓
的
立
場
を
顧
る
こ
と
な
〈
、
車
に
管
利
の
原
則
に
従
は
し
め
ん
と
す
る
が
如
き

は
、
決
し
て
妥
営
の
措
置
と
は
思
は
れ
な
い
。
業
の
結
果
、
地
金
流
入
の
際
に
於
け
忍
英
蘭
銀
行
の
管
業
方
針
の

不
妥
営
性
、
金
融
恐
慌
の
際
に
於
げ
る
英
蘭
銀
行
の
力
弱
き
等
の
弊
害
以
外
の
何
も
の
を
も
費
す
も
の
で
な
い
こ

と
は
容
易
に
想
到
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
英
蘭
銀
行
の
如
き
大
費
券
銀
行
、
中
央
銀
行
は
其
の
資
金
の
運
用
に

営
つ
で
も
、
常
に
艦
油
開
枇
舎
全
憧
の
立
場
に
於
て
一
定
の
原
則
に
従
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
此
の
意
味
に
於
て
は
費

Einzig: International Go1d l¥lovement， 1929.ドp・78-947) 



行
部
の
原
則
と
少
し
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

従
っ
て
英
蘭
銀
行
を
二
部
門
に
分
離
し
て
令
融
統
制
の
目
的
を
蓮

せ
ん
と
す
る
彼
の
主
張
の
賞
質
的
意
味
は
夫
は
れ
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
オ
ー
ダ
ア

1
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論
は
、
先
づ
斗
統
制
の
調
象
た
る
通
貨
を
銀
行
券
と
錆
貨
k
に

限
り
‘
信
用
を
軽
親
し
信
用
は
通
貨
の
上
層
建
築
に
過
ぎ
や
し
て
、
銀
行
券
の
統
制
は
上
層
建
築
の
統
制
を
や
が

て
費
す
べ
し
と
極
め
て
鶏
観
的
見
解
を
採
り
し
こ
と
、
及
び
預
金
の
本
質
を
誤
認
し
こ
れ
を
無
統
制
無
干
渉
の
斌

態
に
放
任
せ
ん
と
せ
し
こ
正
、
斗
統
制
の
基
準
た
る
地
金
流
出
の
原
悶
を
見
諜
り
、
銀
行
券
を
機
械
的
に
地
令
一
の

量
の
鑓
勤
に
従
は
し
め
ん
と
せ
し
こ
と
、

及
び
コ
一
英
駒
銀
行
を
夜
行
部
・
銀
行
部
の
二
部
に
分
離
し
、
各
濁
立
の
部

門
と
な
し
て
呉
れ
る
原
則
に
従
は
し
な
べ
き
も
の
と
な
し
に
る
こ
と
等
に
、
救
ふ
咽
べ
か
ら
ざ
る
欠
陥
含
有
す
る
も

主

r-

の
と
い
法
な
け
れ
ゴ
な
ら
ぬ
。

オ

1
グ
ア

1
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論
は
以
上
の
如
き
蟻
多
の
誤
謬
を
有
す
る
も
の
な
る
に
も
拘
ら
や
、
而
も

な
ほ
よ
く
ぞ
れ
が
経
持
活
動
の
自
由
を
確
認
せ
る
営
時
の
枇
舎
思
潮
に
合
致
せ
る
こ
と
、
及
び
過
去
に
於
け
る
銀

行
券
過
剰
融
夜
行
に
伴
ふ
弊
害
に
関
す
る
公
衆
の
記
憶
の
な
ほ
新
ら
た
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
公
衆
の
力
強
き
支
持

を
獲
得
す
る
こ
と
b

な
り
、
諸
に
一
八
四
四
年
ピ

l
y
銀
行
法
な
る
具
韓
的
形
態
の
中
に
遺
憾
な
〈
表
現
せ
ら
れ
.

爾
後
八
十
有
齢
年
間
金
融
統
制
に
闘
す
る
有
力
な
る
指
導
原
理
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

睦
+
-
一
九
=
二
年
九
月
二
一
日
、
英
国
が
金
本
位
修
正
法

(
d
s
c
c
E
出

Z
E
D己
〉
E
Z
L
E何
百
円
〉
♀
)
陀
基
き
金
本
位
制
を
一
時
停
止
せ

し
後
、
諸
歯
の
こ
れ
に
徹
ふ
も
の
相
次
布
、
、
今
中
依
然
金
本
位
制
を
持
績
せ
る
も
の
は
、
僅
か
に
米
、
飾
、
濁
の
三
箇
闘
に
過
ゲ
ぬ
こ
と
ふ

な
っ
た
。
従
ワ
で
以
上
の
行
論
は
或
る
限
ら
れ
た
る
意
味
よ
り
持
ち
得
ぬ
誇
で
あ
る
が
、
こ
与
に
は
仮
に
金
本
位
制
が
常
態
に
あ
る
も
の
と

し
で
鵠
酬
を
進
め
た
。

オ
ー
ゲ
ア
ー
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論

第
三
十
五
巻

八
六
九

第
六
披

一
一一一一


